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(57)【要約】
【課題】主に各種電子機器の操作に使用される可動接点
体及びこれを用いたスイッチに関し、構成部品数が少な
く、安価で操作の確実なものを提供することを目的とす
る。
【解決手段】基材２１に複数の発光部２２が形成された
導光シート２４の発光部２２下方に、略ドーム状で導電
金属薄板製の可動接点５を、接着層２３によって貼付す
ると共に、接着層２３を略円弧状に形成することによっ
て、導光シート２４の基材２１下面に可動接点５が直接
貼付されているため、構成部品数が少なくなり、組立て
も容易に行えると共に、接着層２３によって可動接点５
の反転動作が妨げられることがないため、良好なクリッ
ク感触で、確実な操作が可能な可動接点体２７、及びこ
れを用いたスイッチを得ることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
フィルム状の基材に複数の発光部が形成された導光シートの、上記発光部下方に略ドーム
状で導電金属薄板製の可動接点を、接着層によって貼付した可動接点体。
【請求項２】
接着層を略円弧状またはドット状に形成した請求項１記載の可動接点体。
【請求項３】
請求項１記載の可動接点体を、上面に可動接点と対向する固定接点が形成された配線基板
の上面に貼付したスイッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に各種電子機器の操作に使用される可動接点体及びこれを用いたスイッチ
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、各種電子機器、特に携帯電話等の携帯端末機器においては、周囲が暗い場合でも
、押釦や表示シート等の識別や操作が容易に行えるように、発光ダイオードやＥＬ素子等
を発光させて操作部の照光を行うものが増えており、これらの機器に用いられる可動接点
体やスイッチにも、安価で確実な操作を行えるものが求められている。
【０００３】
　このような従来の可動接点体やスイッチについて、図７を用いて説明する。
【０００４】
　なお、この図面は構成を判り易くするために、部分的に寸法を拡大して表している。
【０００５】
　図７は従来のスイッチの断面図であり、同図において、１は光透過性でフィルム状の基
材で、この基材１下面の所定箇所には、凹凸状の複数の発光部２が設けられて導光シート
３が形成されている。
【０００６】
　そして、４は光透過性でフィルム状のベースシート、５は略ドーム状で導電金属薄板製
の可動接点で、ベースシート４外周の所定箇所が、接着剤４Ａによって導光シート３下面
に貼付されると共に、複数の可動接点５が発光部２下方のベースシート４下面に貼付され
て、可動接点体６が構成されている。
【０００７】
　また、７は上下面に複数の配線パターン（図示せず）が形成された配線基板で、上面に
は略円形状の中央固定接点８Ａと、これを囲む略馬蹄状または略リング状の外側固定接点
８Ｂから形成された、複数の固定接点８が設けられている。
【０００８】
　さらに、９は固定接点８外周に複数の貫通孔が形成されたスペーサで、このスペーサ９
の上下面に塗布された接着剤９Ａと９Ｂによって、配線基板７上面に可動接点体６が、各
々の可動接点５の外周が外側固定接点８Ｂ上に載置され、可動接点５の下面中央が中央固
定接点８Ａと所定の間隙を空けて、対向するように貼付されている。
【０００９】
　そして、１０は発光ダイオード等の発光素子で、複数の発光素子１０が導光シート３側
方の配線基板７上面に実装され、基材１の端面に発光面を向けて配置されている。
【００１０】
　また、１１は光透過性でフィルム状の表示シートで、下面に印刷等によって形成された
遮光部１１Ａの所定箇所が、文字や記号等の形状にくり抜かれて複数の表示部１１Ｂが形
成され、この表示部１１Ｂが導光シート３の発光部２上方に配置されて、スイッチが構成
されている。
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【００１１】
　そして、このように構成されたスイッチが、携帯電話等の電子機器の操作面に装着され
ると共に、複数の中央固定接点８Ａや外側固定接点８Ｂ、複数の発光素子１０が配線パタ
ーン等を介して、機器の電子回路（図示せず）に接続される。
【００１２】
　以上の構成において、表示シート１１の所定の表示部１１Ｂを下方へ押圧操作すると、
導光シート３やベースシート４が撓んで可動接点５の略ドーム状の中央部が押圧され、所
定の押圧力が加わると、可動接点５がクリック感を伴って下方へ弾性反転し、可動接点５
の下面中央が中央固定接点８Ａに接触することによって、中央固定接点８Ａと外側固定接
点８Ｂが、可動接点５を介して電気的に接続された状態となる。
【００１３】
　また、表示シート１１への押圧力を解除すると、弾性復帰力によって可動接点５が上方
へ弾性反転し、可動接点５の下面中央が中央固定接点８Ａから離れて、中央固定接点８Ａ
と外側固定接点８Ｂが電気的に切断された状態となる。
【００１４】
　そして、このような固定接点８の電気的接離に応じて、機器の各機能の切換えが行われ
ると共に、機器の電子回路から発光素子１０に電源が供給されると、複数の発光素子１０
が発光し、この光が端面から導光シート３内に入射して、基材１内を反射しながら内方へ
進む。
【００１５】
　さらに、この光が基材１下面の複数の発光部２で拡散され反射して、これらの上方の表
示シート１１の表示部１１Ｂを下方から照光し、複数の表示部１１Ｂが照光されることに
よって、周囲が暗い場合でも、表示部１１Ｂの文字や記号等の表示が識別でき、操作を容
易に行うことが可能なようになっている。
【００１６】
　つまり、表示シート１１を押圧操作することによって導光シート３上面を押圧し、可動
接点５を弾性反転させて固定接点８の電気的接離を行うと共に、発光素子１０の光を端面
から導光シート３内に導入し、複数の発光部２を発光させることによって、表示シート１
１の複数の表示部１１Ｂを照光するように構成されているものであった。
【００１７】
　なお、この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、例えば、特許文献１が知
られている。
【特許文献１】特開２００７－８７７４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　しかしながら、上記従来の可動接点体６やスイッチにおいては、下面に複数の可動接点
５が貼付されたベースシート４を、さらに接着剤４Ａによって導光シート３下面に貼付し
ているため、構成部品数が多くなると共に、組立てにも時間を要し、高価なものになって
しまうという課題があった。
【００１９】
　本発明は、このような従来の課題を解決するものであり、構成部品数が少なく、組立て
も容易で安価な可動接点体、及びこれを用いたスイッチを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記目的を達成するために本発明は、以下の構成を有するものである。
【００２１】
　本発明の請求項１に記載の発明は、基材に複数の発光部が形成された導光シートの発光
部下方に、略ドーム状で導電金属薄板製の可動接点を、接着層によって貼付して可動接点
体を構成したものであり、導光シートの基材下面に可動接点が直接貼付されているため、



(4) JP 2010-129502 A 2010.6.10

10

20

30

40

50

構成部品数が少なくなり、組立ても容易で安価な可動接点体を得ることができるという作
用を有する。
【００２２】
　請求項２に記載の発明は、請求項１記載の発明において、接着層を略円弧状またはドッ
ト状に形成したものであり、接着層が略円弧状またはドット状に形成され、押圧操作時に
、接着層によって可動接点の反転動作が妨げられることがないため、良好なクリック感触
で、確実な操作を行うことができるという作用を有する。
【００２３】
　請求項３に記載の発明は、請求項１記載の可動接点体を、上面に可動接点と対向する固
定接点が形成された配線基板の上面に貼付してスイッチを構成したものであり、構成部品
数が少なく、組立ても容易で安価なスイッチを実現することができるという作用を有する
。
【発明の効果】
【００２４】
　以上のように本発明によれば、構成部品数が少なく、安価で操作の確実な可動接点体、
及びこれを用いたスイッチを実現することができるという有利な効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について、図１～図６を用いて説明する。
【００２６】
　なお、これらの図面は構成を判り易くするために、部分的に寸法を拡大して表している
。
【００２７】
　また、背景技術の項で説明した構成と同一構成の部分には同一符号を付して、詳細な説
明を簡略化する。
【００２８】
　（実施の形態１）
　実施の形態１を用いて、本発明の特に請求項１～３記載の発明について説明する。
【００２９】
　図１は本発明の第１の実施の形態による可動接点体の断面図、図２は同平面図であり、
同図において、２１はフィルム状でポリウレタンやシリコーン、スチレン等の可撓性を有
する光透過性の基材で、この基材２１下面の所定箇所には、凹凸状でポリエステルやエポ
キシ等の白色や乳白色等の複数の発光部２２が、印刷等によってドット状に形成されてい
る。
【００３０】
　そして、これらの発光部２２下方の基材２１下面には、略円弧状で略帯状に連結され、
所定の間隙を空けて対向したアクリルやシリコーン等の、複数の接着層２３が印刷等によ
って形成されて、導光シート２４が構成されている。
【００３１】
　また、５は略ドーム状で銅合金や鋼等の導電金属薄板製の可動接点で、複数の可動接点
５が複数の接着層２３によって、導光シート２４の発光部２２下面に貼付されている。
【００３２】
　さらに、２５はポリエチレンテレフタレート等のフィルム状のスペーサで、可動接点５
外周に複数の貫通孔が形成されると共に、上面外周の所定箇所が接着剤２５Ａによって導
光シート２４下面に貼付され、下面にはアクリルやシリコーン等の接着剤２５Ｂが塗布形
成されている。
【００３３】
　そして、２６はポリエチレンテレフタレート等のフィルム状のセパレータで、このセパ
レータ２６が導光シート２４下面全面を覆うように貼付され、保管・搬送時に可動接点５
下面に塵埃等が付着しないようにして、可動接点体２７が構成されている。
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【００３４】
　つまり、複数の可動接点５が、発光部２２に所定の間隙を空けて対向した略円弧状の複
数の接着層２３によって、導光シート２４の基材２１下面に各々直接貼付されているため
、可動接点５貼付用のベースシート等が不要となって構成部品数が少なくなり、組立ても
容易に行え、安価な可動接点体２７を得ることができるようになっている。
【００３５】
　また、図３はこのような可動接点体２７を用いたスイッチの断面図であり、同図におい
て、７はポリエチレンテレフタレートやポリカーボネート等のフィルム状、または紙フェ
ノールやガラス入りエポキシ等の板状の配線基板で、上下面に銅等によって複数の配線パ
ターン（図示せず）が形成されると共に、上面には銅やカーボン等によって、略円形状の
中央固定接点８Ａと、これを囲む略馬蹄状または略リング状の外側固定接点８Ｂから形成
された、複数の固定接点８が設けられている。
【００３６】
　そして、この配線基板７上面にセパレータ２６を剥離した可動接点体２７が、スペーサ
２５下面の接着剤２５Ｂによって、各々の可動接点５の外周が外側固定接点８Ｂ上に載置
され、可動接点５の下面中央が中央固定接点８Ａと所定の間隙を空けて、対向するように
貼付されている。
【００３７】
　また、１０は発光ダイオード等の発光素子で、複数の発光素子１０が導光シート２４側
方の配線基板７上面に実装され、基材２１端面に発光面を向けて配置されている。
【００３８】
　さらに、１１は光透過性でフィルム状の表示シートで、下面に印刷等によって形成され
た遮光部１１Ａの所定箇所が、文字や記号等の形状にくり抜かれて複数の表示部１１Ｂが
形成され、この表示部１１Ｂが導光シート２４の発光部２２上方に配置されて、スイッチ
が構成されている。
【００３９】
　そして、このように構成されたスイッチが、携帯電話等の電子機器の操作面に装着され
ると共に、複数の中央固定接点８Ａや外側固定接点８Ｂ、複数の発光素子１０が配線パタ
ーン等を介して、機器の電子回路（図示せず）に接続される。
【００４０】
　以上の構成において、表示シート１１の所定の表示部１１Ｂを下方へ押圧操作すると、
導光シート２４が撓んで可動接点５の略ドーム状の中央部が押圧され、所定の押圧力が加
わると、可動接点５がクリック感を伴って下方へ弾性反転し、可動接点５の下面中央が中
央固定接点８Ａに接触することによって、中央固定接点８Ａと外側固定接点８Ｂが、可動
接点５を介して電気的に接続された状態となる。
【００４１】
　また、表示シート１１への押圧力を解除すると、弾性復帰力によって可動接点５が上方
へ弾性反転し、可動接点５の下面中央が中央固定接点８Ａから離れて、中央固定接点８Ａ
と外側固定接点８Ｂが電気的に切断された状態となる。
【００４２】
　そして、このような固定接点８の電気的接離に応じて、機器の各機能の切換えが行われ
ると共に、機器の電子回路から発光素子１０に電源が供給されると、複数の発光素子１０
が発光し、この光が端面から導光シート２４内に入射して、基材２１内を反射しながら内
方へ進む。
【００４３】
　さらに、この光が基材２１下面の複数の発光部２２で拡散され反射して、これらの上方
の表示シート１１の表示部１１Ｂを下方から照光し、複数の表示部１１Ｂが照光されるこ
とによって、周囲が暗い場合でも、表示部１１Ｂの文字や記号等の表示が識別でき、操作
を容易に行うことが可能なようになっている。
【００４４】
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　つまり、表示シート１１を押圧操作することによって導光シート２４上面を押圧し、可
動接点５を弾性反転させて固定接点８の電気的接離を行うと共に、発光素子１０の光を端
面から導光シート２４内に導入し、複数の発光部２２を発光させることによって、表示シ
ート１１の複数の表示部１１Ｂを照光するように構成されている。
【００４５】
　そして、このように導光シート２４上面を押圧操作した際、略円弧状の複数の接着層２
３が所定の間隙を空けて対向して発光部２２に形成され、これによって可動接点５が基材
２１下面に貼付されているため、接着層２３によって可動接点５の反転動作が妨げられる
ことがなく、良好なクリック感触が得られるようになっている。
【００４６】
　すなわち、可動接点５の上面全面が接着剤に覆われて基材２１下面に貼付されるのでは
なく、所定の間隙を空けた複数の略円弧状の接着層２３によって、可動接点５が基材２１
下面に貼付されているため、可動接点５の中央部は基材２１下面に貼付されておらず、ま
た、この可動接点５中央部と基材２１下面の間には、導光シート２４の外方と空気の出入
りが可能な、僅かな空隙が形成されている。
【００４７】
　したがって、導光シート２４上面を押圧操作して、可動接点５を反転動作させた際、接
着層２３によって可動接点５の反転動作が損なわれることはなく、良好なクリック感触を
伴って可動接点５が反転動作し、固定接点８との確実な電気的接離を行うことが可能なよ
うになっている。
【００４８】
　このように本実施の形態によれば、基材２１に複数の発光部２２が形成された導光シー
ト２４の発光部２２下方に、略ドーム状で導電金属薄板製の可動接点５を、接着層２３に
よって貼付すると共に、接着層２３を略円弧状に形成することによって、導光シート２４
の基材２１下面に可動接点５が直接貼付されているため、構成部品数が少なくなり、組立
ても容易に行えると共に、接着層２３によって可動接点５の反転動作が妨げられることが
ないため、良好なクリック感触で、確実な操作が可能な可動接点体２７、及びこれを用い
たスイッチを得ることができるものである。
【００４９】
　なお、以上の説明では、所定の間隙を空けた複数の略円弧状の接着層２３を、発光部２
２に設けた構成について説明したが、接着層２３をさらに長い円弧状の略馬蹄状の形状と
し、この一つの接着層２３によって各々の可動接点５を基材２１下面に貼付する構成とし
ても、上記と同様の効果を得ることができる。
【００５０】
　（実施の形態２）
　実施の形態２を用いて、本発明の他の実施の形態について説明する。
【００５１】
　なお、実施の形態１の構成と同一構成の部分には同一符号を付して、詳細な説明を省略
する。
【００５２】
　図４は本発明の第２の実施の形態による可動接点体の断面図、図５は同平面図であり、
同図において、フィルム状で光透過性の基材２１下面の所定箇所に、凹凸状の複数の発光
部２２がドット状に形成されていることは、実施の形態１の場合と同様であるが、これら
の発光部２２下面にはアクリルやシリコーン等の複数の接着層２３Ａが印刷等によって、
間隙を空けてドット状に形成されて導光シート２４Ａが構成されている。
【００５３】
　なお、この複数の接着層２３Ａによって略ドーム状の複数の可動接点５が、導光シート
２４Ａの発光部２２下面に貼付されていることや、この可動接点５外周に複数の貫通孔が
形成されたスペーサ２５の上面外周の所定箇所が、接着剤２５Ａによって導光シート２４
Ａ下面に貼付され、スペーサ２５下面にはアクリルやシリコーン等の接着剤２５Ｂが塗布
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形成されていることは、実施の形態１の場合と同様である。
【００５４】
　そして、この導光シート２４下面にはセパレータ２６が、導光シート２４Ａ下面全面を
覆うように貼付され、保管・搬送時に可動接点５下面に塵埃等が付着しないようにして、
可動接点体２７Ａが構成されている。
【００５５】
　つまり、複数の可動接点５が、発光部２２に間隙を空けてドット状に形成された複数の
接着層２３Ａによって、導光シート２４Ａの基材２１下面に各々直接貼付されているため
、可動接点５貼付用のベースシート等が不要となって構成部品数が少なくなり、組立ても
容易に行え、安価な可動接点体２７Ａを得ることができるようになっている。
【００５６】
　また、図６はこのような可動接点体２７Ａを用いたスイッチの断面図であり、同図にお
いて、複数の配線パターンが形成された配線基板７上面に、セパレータ２６を剥離した可
動接点体２７Ａが、スペーサ２５下面の接着剤２５Ｂによって、各々の可動接点５の外周
が複数の固定接点８の外側固定接点８Ｂ上に載置されると共に、可動接点５の下面中央が
中央固定接点８Ａと所定の間隙を空けて、対向するように貼付されていることは、実施の
形態１の場合と同様である。
【００５７】
　そして、複数の発光素子１０が導光シート２４Ａ側方の配線基板７上面に実装され、基
材２１端面に発光面を向けて各々配置されると共に、表示シート１１の遮光部１１Ａの所
定箇所が文字や記号等の形状にくり抜かれた、複数の表示部１１Ｂが導光シート２４Ａの
発光部２２上方に配置されて、スイッチが構成されている。
【００５８】
　さらに、このように構成されたスイッチが、実施の形態１の場合と同様に、携帯電話等
の電子機器の操作面に装着されると共に、複数の中央固定接点８Ａや外側固定接点８Ｂ、
複数の発光素子１０が配線パターン等を介して、機器の電子回路（図示せず）に接続され
る。
【００５９】
　以上の構成において、表示シート１１の所定の表示部１１Ｂを下方へ押圧操作または押
圧力を解除すると、導光シート２４Ａが撓んで可動接点５の略ドーム状の中央部が押圧さ
れ、可動接点５が下方または上方へ弾性反転して、実施の形態１の場合と同様に、可動接
点５を介した中央固定接点８Ａと外側固定接点８Ｂの電気的な接続または切断が行われ、
これに応じて機器の各機能が切換えられる。
【００６０】
　また、機器の電子回路から発光素子１０に電源が供給されると、複数の発光素子１０が
発光し、この光が端面から導光シート２４Ａ内に入射して、基材２１内を反射しながら内
方へ進み、この光が基材２１下面の複数の発光部２２で拡散され反射して、これらの上方
の表示シート１１の表示部１１Ｂを下方から照光することによって、周囲が暗い場合でも
、表示部１１Ｂの文字や記号等の表示が識別でき、操作を容易に行うことが可能なように
なっている。
【００６１】
　つまり、実施の形態１の場合と同様に、表示シート１１を押圧操作することによって導
光シート２４Ａ上面を押圧し、可動接点５を弾性反転させて固定接点８の電気的接離を行
うと共に、発光素子１０の光を端面から導光シート２４Ａ内に導入し、複数の発光部２２
を発光させることによって、表示シート１１の複数の表示部１１Ｂを照光するように構成
されている。
【００６２】
　そして、このように導光シート２４Ａ上面を押圧操作した際、ドット状の複数の接着層
２３Ａが発光部２２下面に形成され、これによって可動接点５が基材２１下面に貼付され
ているため、接着層２３Ａによって可動接点５の反転動作が妨げられることがなく、良好
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なクリック感触が得られるようになっている。
【００６３】
　すなわち、間隙を空けてドット状に形成された接着層２３Ａによって、可動接点５が基
材２１下面に貼付されているため、可動接点５は上面全面ではなくドット状に部分的に貼
付されており、この可動接点５上面と基材２１下面の間には、導光シート２４Ａの外方と
空気の出入りが可能な、僅かな空隙が形成されている。
【００６４】
　したがって、導光シート２４Ａ上面を押圧操作して、可動接点５を反転動作させた際、
接着層２３Ａによって可動接点５の反転動作が損なわれることはなく、良好なクリック感
触を伴って可動接点５が反転動作し、固定接点８との確実な電気的接離を行うことが可能
なようになっている。
【００６５】
　このように本実施の形態によれば、基材２１に複数の発光部２２が形成された導光シー
ト２４Ａの発光部２２下方に、略ドーム状で導電金属薄板製の可動接点５を、接着層２３
Ａによって貼付すると共に、接着層２３Ａをドット状に形成することによって、導光シー
ト２４Ａの基材２１下面に可動接点５が直接貼付されているため、構成部品数が少なくな
り、組立ても容易に行えると共に、接着層２３Ａによって可動接点５の反転動作が妨げら
れることがないため、良好なクリック感触で、確実な操作が可能な可動接点体２７Ａ、及
びこれを用いたスイッチを得ることができるものである。
【００６６】
　なお、以上の説明では、可動接点５上方の導光シート２４や２４Ａの基材２１下面に、
印刷によって複数の発光部２２を形成した構成について説明したが、下面ではなく基材２
１上面に発光部２２を形成した構成としても本発明の実施は可能であり、また、印刷以外
にも貼付やレーザ加工、プレス加工、成形加工等、様々な方法によって、凹凸状の発光部
２２の形成は可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明による可動接点体及びこれを用いたスイッチは、構成部品数が少なく、安価で操
作の確実なものが得られ、主に各種電子機器の操作用として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の第１の実施の形態による可動接点体の断面図
【図２】同平面図
【図３】同スイッチの断面図
【図４】本発明の第２の実施の形態による可動接点体の断面図
【図５】同平面図
【図６】同スイッチの断面図
【図７】従来のスイッチの断面図
【符号の説明】
【００６９】
　５　可動接点
　７　配線基板
　８　固定接点
　８Ａ　中央固定接点
　８Ｂ　外側固定接点
　１０　発光素子
　１１　表示シート
　１１Ａ　遮光部
　１１Ｂ　表示部
　２１　基材
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　２２　発光部
　２３、２３Ａ　接着層
　２４、２４Ａ　導光シート
　２５　スペーサ
　２５Ａ、２５Ｂ　接着剤
　２６　セパレータ
　２７、２７Ａ　可動接点体

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】
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